
編　修　趣　意　書
（教育基本法との対照表）

※受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年
26 - 67 中学校 保健体育科 保健体育 第１学年～第３学年
※発行者の
番号・略称

※教科書の
記号・番号

※　教　科　書　名

224 学研 保体 728 新・中学保健体育

１．編修の趣旨及び留意点
①教育基本法ならびに学校教育法に掲げられている教育の目標と一致していることを原則とし，「中学校学習指
導要領　第１章総則及び第２章第７節保健体育」に準拠し，あわせて「中学校学習指導要領解説　保健体育編」
の解説を参考にして編修するよう留意しています。
②生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現及び自らの健康を適切に管理し，改善していく資質や能力の基礎
を培うために必要な基礎的・基本的内容を重視するとともに，内容の明確化・体系化・現代化を図っています。
③生徒の発達段階，小学校体育科ならびに高等学校保健体育科との系統性を重視しつつ，主体的に健康で安全
な生活を実践することのできる能力と態度を育成することを重視して，保健体育の基礎・基本となる知識を
遺漏なく取り上げるとともに，生徒の興味・関心を引き起こし，意欲・意志を培うために必要な内容を積極
的に取り上げています。
④健康・安全についての科学的な理解のために，身近な生活における課題を発見し，解決する資質や能力を培
うための内容，知識の活用を図る内容を選択しています。
⑤体育分野と保健分野の関連を十分に図るとともに，他教科との関連を図り，実生活・実社会と結び付けられ
るような内容を積極的に取り入れています。

２．編修の基本方針
①原則として，見開きの２ページが１時間の内容となるように構成しています。学習指導要領の項目構成に従
った構成・配列を原則としましたが，細部については，内容の特性や重要度，分量を考慮し，適切な構成・
配列に組み換えを行っています。
②各章の冒頭に学習内容に関連した写真を使用し，学習内容の見通しを立て，系統性を把握できるようにして
います。また，関連する人物の名言や功績，職業や資格を紹介し，学習内容と実生活との関連を実感できる
ようにしています。
③各時間の冒頭に学習内容とキーワードを明示し，１時間で学ぶことの見通しを立て，明確な意図を持って学
習に取り組めるようにしています。
④本文は，基礎的・基本的な内容が明確になるよう，正確かつ簡潔な記述を心がけています。
⑤適所に，作業課題を配置することによって，学習内容の定着を図ったり，思考力・判断力・表現力などを育
むための，知識の活用を図る学習活動を行ったりできるようにしています。
⑥章末に設定した研究課題（「探究しようよ！」）で，課題の例や学習の仕方を示すことなどによって，課題解
決的な学習が展開されるようにしました。また，実験，調査，実習などの活動を積極的に取り入れています。
⑦章末に自己評価欄（「章のまとめ」）を設けることによって，生徒の内容理解に対する自己評価を助けるとと
もに，反復的・継続的な学習を行ったり，学習したことを日常生活に活用するための意欲を持ったりできる
ように配慮しています。
⑧図表，写真，イラストを適所に使用し，生徒が興味・関心を持って学習に取り組み，理解を深められるよう
にしています。
⑨口絵は，保健体育科への興味・関心を高めるとともに，実生活への関連を図り，個人の能力を伸ばし，将来
への展望を持つことができるよう，テーマ性を持たせて構成しています。
⑩実生活に生かすことのできる内容，現代的な健康課題，生徒の不安を解消するために必要な内容などを，側注，
脚注，コラムなどを用いて随所に取り上げています。



３．対照表
図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所
教科書全体 ◎編修の趣旨及び留意点，基本方針で示したように，幅広い知識とともに，健やか

な体と豊かな心を養うことができるように編修を行っています（第１号）。
◎健康や生涯にわたるスポーツライフ実現のためには，みんなで助け合い，支え合
うことが必要であることを基本的な編集方針として記述，構成しています（第 3
号）。

教科書全体

口絵 ◎日本各地の健康・安全・スポーツに関する施設や史跡を取り上げ，幅広い知識と
教養を身に付ける態度を養えるようにしています（第１号）。
◎健康・安全・スポーツの分野で世界で活躍する人を取り上げ，個人の能力の発揮や，
生活と職業との関係を身近にするとともに，勤労の尊さに気づくようにしていま
す。また，自他の敬愛と協力を重んずる態度や生命尊重，環境の保全の大切さに
も気づくようにしています（第２号，第 3号，第 4号，第５号）。
◎保健体育に関する書籍や映画を取り上げ，幅広い知識と教養を身に付ける態度を
養えるようにしています（第１号）。

見返し~p.1

p.2

p.3

保健編１章
　心身の発達と
　心の健康

◎学習内容に関連した偉人の功績や名言を
紹介し［＊１］，幅広い知識と教養を身に
付ける態度を養えるようにしています（第
１号）。
◎学習内容に関連した職業や資格を紹介し
［＊２］，職業と生活の関係を身近にする
とともに，勤労の尊さに気づくようにし
ています（第２号）。
◎心身の発達と心の健康について学ぶこと
を通して，かけがえのない自分に気づけ
るようにするとともに他者を尊重する態
度を養えるように配慮しています（第 3
号）。
◎心の健康では，生命尊重に関わるような
いじめの問題などを鑑み，社会性の発達，
自己形成，コミュニケーションに重点を
置いています（第２号，第４号）。

p.9

p.9

p.8~33

p.20~29

保健編２章
　健康と環境

◎学習内容に関連した偉人の功績や名言を
紹介し［＊３］，幅広い知識と教養を身に
付ける態度を養えるようにしています（第
１号）。
◎学習内容に関連した職業や資格を紹介し
［＊４］，職業と生活の関係を身近にする
とともに，勤労の尊さに気づくようにし
ています（第２号）。
◎健康と環境について学ぶことを通して，
環境を保全することの大切さを記述して
います（第 4号）。
◎コラムや脚注で，昔から伝わっている技
術や，世界的に広まった日本語を紹介し
ています（第５号）。
◎公害から学んだ教訓を基に，世界の持続
的な発展のために人類全体で共有する必
要があることについて取り上げています
（第５号）。

p.35

p.35

p.34~55

p.45，47

p.48~51

ひ と

ヒポクラテス
　紀元前460年頃

ごろ

～紀元前
　377年頃

ごろ

／ギリシャ生まれ

「病気を予防するには，
空気，水，そして住む場所
が大切である。」

　ヒポクラテスは，古代ギリシャ時代において，哲
てつ

学
がく

や
迷信に基づいた医学から観察と記録に基づいた医学への
転
てん

換
かん

を図りました。現在の医学につながる考えを示した
ことから「医学の祖

そ

」と呼ばれています。
　病気の予防や健康の保持を重視し，そのためには，空
気や水，住む場所といった生活環

かん

境
きょう

への配
はい

慮
りょ

が大切であ
ると説きました。

学校薬
やく

剤
ざい

師
学校内の空気，水など
の衛生環

かん

境
きょう

の検査や，
環
かん

境
きょう

の維
い

持
じ

・改善の計
画や指導などを行って
います。 （宮城県仙

せん

台
だい

市）

● 環
かん

境
きょう

と健康を守る仕事

＊３

＊４

ひ と

レオナルド・ダ・ヴィンチ　
　1452～1519年／
　イタリア生まれ

「食欲なくして食べることが健康
に害があるごとく，欲望を伴

ともな

わ
ぬ勉強は記

き

憶
おく

をそこない，記
き

憶
おく

したことを保存しない。」
（杉浦明平訳『レオナルド・
 ダ・ヴィンチの手記』より）

　レオナルド・ダ・ヴィンチは，有名な『モナ・リザ』
をはじめとする絵画から，科学，発明，解

かい

剖
ぼう

学などの多
様な分野で多くの業績を残したことから「万能の天才」
などと呼ばれています。晩年になっても無限の探究心で，
人体を描

えが

くのに必要な，骨や筋肉など人体の構造の研究
を行いました。これは，現代のバイオメカニクスという
学問につながる最初の研究といわれています。　

保健体育教師
生徒の心身の発育・発
達を見つめながら，毎
日の授業や部活動など
で，運動の楽しさや健
康の大切さなどを伝え
ています。

スクール
カウンセラー
生徒や先生など，学校
にいる人の相談や心の
ケアを行っています。

＊１

＊２



図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所
保健編３章
　傷害の防止

◎学習内容に関連した日本の偉人の功績や
名言を紹介し［＊５］，幅広い知識と教養
を身に付ける態度を養えるようにすると
ともに，我が国と郷土を愛する心を育め
るようにしています（第１号，第５号）。
◎学習内容に関連した職業や資格を紹介し
［＊６］，職業と生活の関係を身近にする
とともに，勤労の尊さに気づくようにし
ています（第２号）。
◎地域における安全，特に防犯，防災の取
り組みを自助・共助・公助の視点から取
り上げています（第 3号）。
◎コラムで，地震による被害に基づいた教
訓として伝えられてきた「津波てんでん
こ」を取り上げています（第５号）。
◎コラムで，東日本大震災における中学生
の活躍を取り上げ［＊７］，主体的に社会
に関わることができることを身近に感じ
られるようにしています（第 3号）。

p.57

p.57

p.64~71

p.71

p.71

保健編４章
　健康な生活と
　病気の予防

◎医学の分野で世界的な業績を上げた山中
伸弥氏を取り上げています（第５号）。
◎学習内容に関連した日本の偉人の功績や
名言を紹介し［＊８］，幅広い知識と教養
を身に付ける態度を養えるようにすると
ともに，我が国と郷土を愛する心を育め
るようにしています（第１号，第５号）。
◎学習内容に関連した職業や資格を紹介し
［＊９］，職業と生活の関係を身近にする
とともに，勤労の尊さに気づくようにし
ています（第２号）。
◎脚注で，感染症の治療薬を開発した日本
人を取り上げています（第５号）。
◎保健・医療機関や健康を守るための活動
の具体例を挙げ，公的に行われている職
業の重要性を学べるよう配慮しています
（第２号）。
◎共に健康に生きる社会について学ぶこと
や，臓器移植やユニバーサルデザインに
ついて考えることを通して，他者の尊重
とともに，社会に積極的に参加すること
について記述しています（第 3号）。

p.84

p.85

p.85

p.114

p.118~123

p.122~125

濱
はま

口
ぐち

　梧
ご

陵
りょう

　1820～1885年／
　和歌山県広

ひろ

川
がわ

町生まれ

　「「もったいないが，
　　これで村中の命が救える
　　のだ」と，五

ご

兵
へ

衛
え

は
　　いきなりその稲

いな

むらの
　　一つに火を移した。」
　　　　（『稲

いな

むらの火』より）

　濱
はま

口
ぐち

梧
ご

陵
りょう

は，1854年に起きた安政南海地
じ

震
しん

で，津
つ

波
なみ

が広
ひろ

村
むら

（現・和歌山県広
ひろ

川
がわ

町）を襲
おそ

うことを察知し，自
分の田で収

しゅう

穫
かく

した稲
いね

の束に火をつけ，人々が逃
に

げる先を
知らせ，村人の命を救いました。私財を犠

ぎ

牲
せい

にして人の
命を救ったこの出来事は，『稲

いな

むらの火』という物語と
なって，小学校国定教科書に掲

けい

載
さい

されました。
　また，村の復

ふっ

興
こう

時には防
ぼう

波
は

堤
てい

の建設も行いました。こ
の防

ぼう

波
は

堤
てい

は今も「広
ひろ

村
むら

堤
てい

防
ぼう

」として残っています。

ひ と

高
たか

木
き

　兼
かね

寛
ひろ

　1849～1920年／
　宮崎県宮

みや

崎
ざき

市生まれ

「病気を診
み

ずして，
　　　 　　　病人を診

み

よ」

　1880年代の日本では，脚
かっ

気
け

（ビタミンＢ1欠
けつ

乏
ぼう

により
下
か

肢
し

のしびれや心臓病が起こる病気）が広がっていまし
た。食事に問題があると考えた高

たか

木
き

兼
かね

寛
ひろ

は，海軍で食事
を白米から麦飯に切り替

か

える実験を行い，脚
かっ

気
け

の減少に
成功しました。脚

かっ

気
け

の原因は正しく解明されませんでし
たが，後に，脚

かっ

気
け

に対する麦の効果の研究から，鈴
すず

木
き

梅
うめ

太
た

郎
ろう

によってビタミンＢ1が発見されるに至りました。
　高

たか

木
き

の功績をたたえ，南極大陸に「高
たか

木
き

岬
みさき

」と名付け
られた岬

みさき

があります。

ひ と

● 安全を守る仕事

救急救命士
救急現場や救急車内
で，救急救命処置を
行っています。

消防士
火災の消火，事故や
災害時の救助などを
行っています。

警察官
交通安全，生活安全，
犯罪防止，災害安全
などに携

たずさ

わっていま
す。

（三重県）

（兵庫県宝
たから

塚
づか

市）

（兵庫県宝
たから

塚
づか

市）

　自然災害，特に地
じ

震
しん

はいつ発生するかわかりませ
ん。学校に行っている時間帯に発生した場合は，仕
事のために，その地域にいる大人が少ないことも想
定されます。
　自分で判断して行動することができ，比

ひ

較
かく

的体力
もある中学生は，率先して避

ひ

難
なん

したり，周囲に避
ひ

難
なん

を促
うなが

したり，避
ひ

難
なん

した先でさまざまな手助けをした
りできる存在として期待されています。

自然災害時の避
ひ

難
なん

と中学生
コラムコラム

▼ ボランティア活動をする被
ひ

災
さい

地の中学生
 （岩手県大

おお

槌
つち

町）

（宮城県岩
いわ

沼
ぬま

市）

（東京都葛
かつ

飾
しか

区）

看護師
医師による診

しん

療
りょう

の補助
や患
かん

者
じゃ

の世話，健康教
育などを行っています。

保健師
地域の人々の健康を
守るために，保健指
導や健康教育などを
行っています。

● 病気から守る仕事

＊５

＊８

＊６

＊ 7

＊９



図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所
体育編１章
　スポーツの
　多様性

◎スポーツの発展の一例として「蹴まり」
を紹介しています（第５号）。
◎学習内容に関連した偉人の功績や名言を
紹介し［＊ 10］，幅広い知識と教養を身
に付ける態度を養えるようにしています
（第１号）。
◎学習内容に関連した職業や資格を紹介し
［＊ 11］，職業と生活の関係を身近にする
とともに，勤労の尊さに気づくようにし
ています（第２号）。
◎スポーツを支える関わり方の学習を通
して，職業やボランティアなどの重要性
を学べるように配慮しています（第２号，
第 3号）。

p.132

p.133

p.133

p.137，142

体育編２章
　スポーツの
　効果と安全

◎お互いをたたえ合うスポーツの写真を掲
載し，他者を尊重する態度を養えるよう
配慮しています（第 3号）。
◎学習内容に関連した日本の偉人の功績や
名言を紹介し［＊ 12］，幅広い知識と教
養を身に付ける態度を養えるようにする
とともに，我が国と郷土を愛する心を育
めるようにしています（第１号，第５号）。
◎学習内容に関連した職業や資格を紹介し
［＊ 13］，職業と生活の関係を身近にする
とともに，勤労の尊さに気づくようにし
ています（第２号）。
◎スポーツを行うことで，心身の発達や心
の健康に効果があることを理解できるよ
うにしています（第１号）。
◎スポーツに求められる社会性について学
ぶことを通して，ルールやマナーを守る
ことや他者を尊重することなどの重要性
に気づくようにしています（第 3号）。
◎野外スポーツの安全な行い方について学
ぶ中で，自然を大切にする態度を養うこ
とができるよう配慮しています（第 4号）。

p.146

p.147

p.147

p.148~149

p.150~151

p.153

体育編３章
　文化としての
　スポーツ

◎学習内容に関連した日本の偉人の功績や
名言を紹介し［＊ 14］，幅広い知識と教
養を身に付ける態度を養えるようにする
とともに，我が国と郷土を愛する心を育
めるようにしています（第１号，第５号）。
◎学習内容に関連した職業や資格を紹介し
［＊ 15］，職業と生活の関係を身近にする
とともに，勤労の尊さに気づくようにし
ています（第２号）。
◎コラムで，東日本大震災の支援にスポー
ツの力が貢献したことを取り上げていま
す（第 3号）。

p.159

p.159

p.161

人
ひと

見
み

　絹
きぬ

枝
え

　1907～1931年／
　岡山県岡

おか

山
やま

市生まれ

「 愚
おろ

かなりとも， 
努力を続ける者が 
最後の勝利者になる」

　人
ひと

見
み

絹
きぬ

枝
え

は，1928年のオリンピック・アムステルダ
ム大会に日本初の女性選手として出場しました。世界記
録を保持していた陸上競技・女子100m走でまさかの予
選敗退の後，未経験の800m走で銀メダルを獲

かく

得
とく

して日
本人女性初のメダリストになりました。
　もともとの文才に加え，外国での経験と新聞記者の経
験を生かし，数多くの女性スポーツに関わる本を執

しっ

筆
ぴつ

す
るなど，女性スポーツの拡大，地位向上に力を尽

つ

くしま
した。女性選手団の遠

えん

征
せい

費の工面などに奔
ほん

走
そう

しているさ
なかに肺

はい

炎
えん

を患
わずら

い，24歳
さい

の若さで亡くなりました。

ひ と

嘉
か

納
のう

　治
じ

五
ご

郎
ろう

　1860～1938年／
　兵庫県神

こう

戸
べ

市生まれ

「精力善用」「自他共栄」

　嘉
か

納
のう

治
じ

五
ご

郎
ろう

は，教育家であり，柔
じゅう

道
どう

の創始者，アジア
初の国際オリンピック委員会（IOC）委員，大日本体育
会（現・日本体育協会）の設立など，生

しょう

涯
がい

にわたって日
本の体育・スポーツ振

しん

興
こう

に力を尽
つ

くしました。
　柔

じゅう

道
どう

の目的でもある「精力善用」「自他共栄」は，鍛
たん

練
れん

や勉強を通して養った力を他人のためにも活用するこ
とで自他共に幸福になるという考えです。オリンピック
が始まるのと同じ頃

ころ

，ヨーロッパから遠く離
はな

れた日本で
オリンピズムと同じ理想を持ち，留学生の積極的な受け
入れなど，スポーツによる友好を実

じっ

践
せん

していたのでした。

ひ と

健康運動指導士
スポーツクラブや保
健所，病院などで，
健康の保持増進のた
めの運動指導などを
行っています。

グラウンドキーパー
試合をするプレイヤーが力を
発
はっ

揮
き

できるように，グラウン
ドの芝

しば

生
ふ

の管理などを行って
います。

● スポーツに関わる仕事 ●❷

（青森県青
あお

森
もり

市）

● スポーツに関わる仕事 ●❸

スポーツ記者・
ライター
スポーツの試合や選
手などを取材し，わ
かりやすく伝えてい
ます。

＊ 12

＊ 14

＊ 13

＊ 15

ルードウィッヒ・グットマン
　1899～1980年／
　ドイツ生まれ

「失ったものを数えるな。
　残されたものを
　最大限に生かせ」

　イギリスのストーク・マンデビル病院の医師であった
ルードウィッヒ・グットマンは，戦争で脊

せき

髄
ずい

を損傷した
兵士のリハビリテーションにスポーツを取り入れました。
そして，1948年のオリンピック・ロンドン大会の開会
式の日に，この病院で車椅

い

子
す

競技大会を開
かい

催
さい

しました。
この大会は毎年開

かい

催
さい

されるようになり，国際大会にまで
発展しました。1960年には，オリンピックと同じロー
マで開

かい

催
さい

し，この大会が後に第１回のパラリンピックと
して位置づけられるようになりました。

ひ と
＊10

● スポーツに関わる仕事 ●❶

スポーツコーチ
目的や年

ねん

齢
れい

に合わせ
て，専門的な指導を
行っています。

＊11



４．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色
　本文の記述に当たっては，できるだけ平易に，理解しやすく表現するよう努め，生徒の読解に支障をきたさ
ないよう配慮しています。
　漢字は，中学生以降に配当されている漢字の全てにふりがなを付けています。また，交ぜ書きによる読みに
くさを避け，できるだけ漢字を使用するようにしています。
　イラスト，写真の使用に当たっては，内容，点数ともに学習上の効果に十分配慮するとともに，本文記述と
適切に関連づけています。

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所
◎国際的なスポーツ大会が果たす役割について学ぶことを通して，スポーツが国際
社会の平和と発展に寄与することを学ぶことができるようにしています（第５号）。
◎嘉納治五郎の発言を基に，伝統的な心の習慣について学べるよう工夫しています
（第５号）。
◎スポーツがさまざまな違いを超えることについて学ぶことを通して［＊ 16］，他
者を尊重する態度を養うとともに，それらの活動を支える職業との関連に気づく
ようにしています（第２号，第 3号）。
◎パラリンピックの名称が日本で生
まれたことを取り上げています（第
５号）。
◎スポーツと環境（自然）が関わっ
ていることを学べるようにしてい
ます（第 4号）。
◎ユニバーサルスポーツについて学
べるようにしています（第２号）。

p.162~163

p.164

p.165

p.167

p.168

p.168

資料 ◎日本とオリンピックについての資料を豊富に掲載し，スポーツを通じた国際平和
への貢献について学べるようにするとともに，大会で活躍した人や支えてきた職
人などを通じて，誇りを持てるように工夫しています（第５号）。
◎オリンピアン（金メダリスト）から中学生へのメッセージを掲載し［＊ 17］，自
分自身の可能性を信じて目標に向かって努力することの大切さに気づくことがで
きるようにしています（第２号）。

p.175~178

p.178

　スポーツには，さまざまな
人が関わっています。一人で
行うスポーツでも，場所を整
備する人，用具や衣類を作る
人，そのスポーツの研究をし
ている人など，実にさまざま
です。
　スポーツは，一見スポーツ
とは縁

えん

遠
どお

いような，さまざま
な職業の垣

かき

根
ね

を越
こ

え，つなが
りを生むこともあるのです。

スポーツでつながる世界
コラムコラム

■ スポーツから生まれるつながり（障害者スポーツの例）
　⇨p.159
▼義足を作る人 ▶ 義足をデザイン

　する人
　（スケッチ）

▼ リハビリテーションやトレー
　ニング指導を行う人

＊ 16

＊ 17
　オリンピックでの演技前，緊

きん

張
ちょう

せず冷静でいられたのは，こ
れまで自分が積み重ねてきた練
習は誰

だれ

にも負けないという自信
があったからです。金メダルを
獲
かく

得
とく

したときは，小さい頃
ころ

から
夢中で体操を続けていて本当に
よかったと思える瞬

しゅん

間
かん

でした。
　これから皆

みな

さんはたくさんの
経験をしていくと思いますが，
その中で自分の好きなものを見
つけられたら，自分を信じて努
力を続けていってください。

　よく「オリンピックが人
を成長させる」といいます
が，その真意は，目標を持
ち，自分を見つめ向上心を
持って過ごす日々が，成長
につながるということだと
私は思います。
　自分自身を知ろうと向き
合い，努力をした経験は，
未来の自分にとってかけが
えのない財産になると信じ
ています。

● オリンピアンからのメッセージ

内
うち

村
むら

航
こう

平
へい

さん

2006年冬季・トリノ
大会フィギュアスケー
ト女子シングル
金メダリスト

荒
あら

川
かわ

静
しず

香
か

さん

2012年ロンドン大会
体操男子個人総合
金メダリスト

（コナミ体操競技部）



編　修　趣　意　書
（学習指導要領との対照表，配当授業時数表）

※受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年
26 - 67 中学校 保健体育科 保健体育 第１学年～第３学年
※発行者の
番号・略称

※教科書の
記号・番号

※　教　科　書　名

224 学研 保体 728 新・中学保健体育

１．編修上特に意を用いた点や特色

　１　学習の進め方や，自ら学び，自ら考える力を育むための特色と工夫
統一感のある紙面構成，わかりやすいマークなどにより，全体の流れを見通すことができ，学習内容の把
握から，基礎・基本の習得と活用，探究，振り返り学習までの進め方がひと目でわかるようにしています。
系統性を重視した学習，実習，言語活動，協働学習などをわかりやすいマークで示しています。また，学
習活動の種類（行い方）もひと目でわかるように示しています。
「もっと広げる深める」，「探究しようよ！」を設け，現代的な健康課題や生徒の興味・関心などに応じて
学習を深めることができるようにしています。

資料本文　と

１時間の学習を通して身に付
けることについて確認する。

経験や今ある知識を生かして
取り組む。

基礎・基本の知識について学
習する。

考えたり，話し合ったり，調
べたりする。

学習を通して身に付けた知識
を活用して取り組む。

◆１時間の主な流れ

学習の目標

ウォームアップ

エクササイズ

活用しよう

探 究 し よ う よ !

その章で学習する
ことを確認し，学
習の見通しを持つ。

基礎・基本となる
知識を習得し，活
用する。

習得した知識を確
認したり，活用し
たりする。

課題を見つけて取り組む。

章の扉 各時間の学習 章のまとめ

〈 教科書の構成と学習の流れ 〉

も っ と
広 げ る
深 め る

よくわからなかったところは，戻って再確認する。

興味や関心などに
応じて学習する。

①

②

③

④

⑤

①

②

③

④

⑤

1
2
3



　２　内容の選択・編成の特色と工夫

「生きる力」を支える確かな学力・豊かな心・健やかな体を育むために

●１時間の内容を見開き２ページとし，充実した本文と資料，課題などによって構成し
ており，その分量は１時間の内容として最適です。
●基礎的・基本的な内容である各時間の内容と区別し
て，発展的な学習を可能にする「もっと広げる深め
る」や「探究しようよ！」，「資料」のページを設定
することによって，自由にカリキュラム編成ができ
るようにしています。この発展的な内容のページを
充実させることによって，全体のページ数を大幅に
増加させました（全 184 ページ）。

●系統性を重視して内容を編成することはもちろん，各章の扉で小学校で学習したこと
と中学校で学習すること，さらに高校で学習することを見通すことができるようにし，
小中連携につなげやすくしています。
●心と体を一体として捉える観点を重視し，体育分野と保健分野の関連を図っています。
●他教科との関連を十分に図り，健康との関わりから必要な内容については，保健体育
独自の観点から取り上げています。
●保健編・体育編の扉と各章の扉で，メッセージと写真によって学習することを明確に
示しています。
●各時間の冒頭に「学習の目標」「キーワード」を設け，
その時間で学習し身に付けることと重要語句を示し
ています。

●本文中では，重要な語句を太字で示しています。
●各時間に「活用しよう」または「実習」を設け，そ
の時間で習得した基礎的・基本的な知識を活用する
ことができるようにしています。

●各章の「章のまとめ」では，知識を活用することが
できる「活用の問題」を設けています。
●読みやすく正確な本文によって，科学的に理解できるようにしています。
●写真資料や工夫された図解などを豊富に掲載し，視覚的に捉えることができるように
するとともに，科学的な理解が深まるようにしています。
●生命尊重，他者の尊重，個性伸長，生活習慣，自立，環境保全，公共心など，学習指
導要領に示された道徳の内容について，保健体育の学習全体を通して関連を図ること
ができるようにしています。
●保健体育との関連が特に深い内容として，コミュニケーション（p.23~29，31）や
ユニバーサルデザイン（p.123，125），ユニバーサルスポーツ（p.168）などを取り
上げています。

●中学生の生活と食事についての口絵（p.4~5）や食生活と健康（p.90~91）の学習に
よって，興味・関心を持って学習することができるように工夫しています。
●思春期の発育・発達や生活習慣病の予防などで，バランスのとれた食生活が重要であ
ること（「早ね・早おき・朝ごはん運動」など）を取り上げています（p.96）。
●脚注で「和食」がユネスコの無形文化遺産に登録されたことを取り上げています
（p.91）。
●思春期の発育・発達や生活習慣病との関連，体力の必要性（災害から身を守る力）な
どを取り上げ，体力や運動習慣の必要性に気づかせるとともに，体力テストを活用し
た体力の高め方についても示しています。

キーワード

1

学習の目標

活用しよう

よりいっそう
充実した内容

学習内容の系統性，
体育と保健の関連，
他教科との関連

学習内容の
明確化

知識を活用する
学習活動の重視

健康・安全に
関する知識の
科学的な理解

道徳教育との関連

食育との関連

体力向上との関連

探 究 し よ う よ !

も っ と
広 げ る
深 め る



豊かで質の高い学習活動や，生徒の興味・関心などに応じた学習や指導のために

●各時間の学習活動において，話し合いや記述，発表などの言語活動
を積極的に取り入れ，特に，言語活動が重要となるものには，言語
マークを付けています。
●随所に，実習などの体験的な学習を取り入れています。特に口絵「行って見て学ぼう」
では，実際に訪ねることを勧めています。
●各時間末の「活用しよう」では，課題解決的な学習を多く取り入れています。
●各章末の「章のまとめ」で，重要語句の確認，基礎的・基本的な知識の習得とその活
用ができるようにし，これらを通して自己評価をすることができるようにしています。

●保健編と体育編それぞれの最後に「保健の学習の終わりに」「体育の学習の終わりに」
を設け，学習全体を振り返るとともに，学習を終えた後の生活に結び付けられるよう
にしています。
●協働学習として取り組みやすい課題を積極的に取り入れ，その課題
には協働マークを付けています。

●各章末に「探究しようよ！」を設け，学習内容に関係が深く，中学生が興味・関心を
持ちやすい課題を取り上げています。

●学習内容に関連した現代的な健康課題として重要なものを，「もっと広げる深める」
として豊富な資料とともに取り上げています。

●学習内容全体を通して，中学生の生活と関連づけて構成するように配慮しています。
●テーマ性を持った口絵を設け，保健体育の学習内容と生活との関係に気づきやすくし
ています。

●各章の扉で，学習内容に関連した仕事（資格）を取り上げています。
●各時間の「活用しよう」，章のまとめの「活用の問題」で，生活と結び付いた課題解
決的な活動や問題を豊富に取り入れています。

現代に生きる中学生の健康課題や興味・関心に応えるために

●自然災害や二次災害における安全の確保の内容を充実させ（計６ページ），過去の大
きな災害から学ぶ教訓の形で展開しています。また，「自助・共助・公助」の視点を
提示しつつ，日頃の備えの重要性を学べるようにしています（p.66~71）。
●災害から身を守るための体力の必要性について取り上げています（p.154）。
●思春期の心の発達を重視し，社会性の発達について２ページ（１時間）を充てていま
す（p.22~23）。
●コミュニケーション，欲求不満やストレスへの対処を充実させ，実習や具体的な資料
を取り入れています（p.23~31）。
●いじめについて取り上げ，さまざまな相談窓口があることなどを示しています
（p.23，29）。

体験的な学習や
課題解決的な学習
の重視

防災に関する内容
の重視

心の健康を重視

学習したことを
振り返る活動

協働学習

生徒の興味・
関心に応じた
学習や指導

学習内容が生活に
結び付くような
記述の充実

協 働

3

言語活動の充実

2
言 語

探 究 し よ う よ !

も っ と
広 げ る
深 め る

適正体重を知ろう／ストレス（p.30），コミュニケーション（p.31），
熱中症とその予防（p.52），放射線と健康（p.53），離岸流／自転車

事故と運転者の責任（p.80），犯罪被害の防止／熱中症の手当（p.81），脳死と臓器移植／ダイエッ
ト（p.124），インターネットと健康／医薬品の使い方／ユニバーサルデザイン（p.125），スポーツ
を見る／スポーツを支える活動（p.142），メンタルトレーニング（p.143），スポーツの技術（p.144），
体力の必要性ー災害から身を守る力（p.154），けがと練習計画（p.155），けがの応急手当と再発予
防（p.156），オリンピック（p.166~167），スポーツと環境／ユニバーサルスポーツ（p.168）

人類と地球の未来のために（p.50~51），自然災害（p.68~69），
自然災害から身を守るために（p.70~71），がん（p.98），アレルギー（p.99），
たばこ・酒・薬物に手を出さないために（p.108）



●犯罪被害の防止を充実させ，２ページ（１時間）を充てています（p.64~65）。
●インターネット（コミュニティサイト）を通じた被害（p.19）や，インターネット依
存（p.125）など，コンピュータやタブレット使用などによって生じる問題について
取り上げています。
●薬物乱用に関して，いわゆる脱法ハーブなど最新の内容を取り上げるとともに，実習
などを通して薬物に手を出さないために必要な知識や対処方法について学べるように
しています（p.104~109）。
●医薬品の使用の内容を充実させ，２ページ（１時間）を充てています（p.120~121）。
●オリンピックについての内容を充実させ，オリンピズムや日本とオリンピックの関係，
パラリンピックなどについて学べるようにしています（p.162~163，166~167，
175~178）。

生徒が意欲的に学習に取り組むために

●資料やコラムで中学生の事例を取り上げた
り，各時間の課題で身近な事例を取り上げ
たりしています。

●口絵や扉でさまざまな仕事（資格）を紹介
し，キャリア教育につながるようにしてい
ます。
●オリンピアンからのメッセージを掲載し，
自分自身の可能性を信じて目標に向かって
努力することの大切さを伝えています。

　３　教科書の構成や製本などの工夫

使いやすさや見やすさなどを追求した，使う人にやさしい教科書づくり

●本文の位置をページ内の左側に固定し，常に同じ視線の流れで学べるようにしていま
す。また，豊富な情報量でも見やすくなるように，本文，資料などをブロック単位で
配置しています。これらは，どのページでも本文の位置が同じ，拡大しやすいなど，
デジタル教科書や拡大教科書を見据えたレイアウトです。
●本文中の資料へのガイドをマークにして，本文と資料の関連がわかりやすくなるよう
にしています。
●活字は大きく，見やすい書体を使用しています。また，資料などでは読み違いを起こ
しにくいユニバーサルデザインフォントを使用しています。
●図解やグラフなどは，カラーユニバーサルデザインに配慮して作成しつつ，視覚的に
捉えやすいように工夫しています。
●イラストは，理解を助け，中学生が親しみを持てるように表現しています。
●印刷には，環境に配慮して作られた紙，植物油インキを使用し，環境負荷の小さいＣ
ＴＰ方式で印刷しています。

●製本は，リサイクル性の高いＰＵＲのりを使用しています。

4

　オリンピックでの演技前，緊
きん

張
ちょう

せず冷静でいられたのは，こ
れまで自分が積み重ねてきた練
習は誰

だれ

にも負けないという自信
があったからです。金メダルを
獲
かく

得
とく

したときは，小さい頃
ころ

から
夢中で体操を続けていて本当に
よかったと思える瞬

しゅん

間
かん

でした。
　これから皆

みな

さんはたくさんの
経験をしていくと思いますが，
その中で自分の好きなものを見
つけられたら，自分を信じて努
力を続けていってください。

　よく「オリンピックが人
を成長させる」といいます
が，その真意は，目標を持
ち，自分を見つめ向上心を
持って過ごす日々が，成長
につながるということだと
私は思います。
　自分自身を知ろうと向き
合い，努力をした経験は，
未来の自分にとってかけが
えのない財産になると信じ
ています。

● オリンピアンからのメッセージ

内
うち

村
むら

航
こう

平
へい

さん

2006年冬季・トリノ
大会フィギュアスケー
ト女子シングル
金メダリスト

荒
あら

川
かわ

静
しず

香
か

さん

2012年ロンドン大会
体操男子個人総合
金メダリスト

（コナミ体操競技部）

　自然災害，特に地
じ

震
しん

はいつ発生するかわかりませ
ん。学校に行っている時間帯に発生した場合は，仕
事のために，その地域にいる大人が少ないことも想
定されます。
　自分で判断して行動することができ，比

ひ

較
かく

的体力
もある中学生は，率先して避

ひ

難
なん

したり，周囲に避
ひ

難
なん

を促
うなが

したり，避
ひ

難
なん

した先でさまざまな手助けをした
りできる存在として期待されています。

自然災害時の避
ひ

難
なん

と中学生
コラムコラム

▼ ボランティア活動をする被
ひ

災
さい

地の中学生
 （岩手県大

おお

槌
つち

町）

身近な問題として
実感するための工夫

見やすくて
わかりやすい
デザイン・
レイアウト

環境に配慮した
教科書づくり

自らの将来に
ついて考えるため
の工夫

▶p.71

▼p.178

現代的な
健康課題や題材を
豊富に掲載

3 文化としてのスポーツ 探  究 し よ う よ !

 ● Q&Aで知るオリンピック

 オリンピック ▶関連ページp.162～163

　４年に１度行われるオリンピック。現在では，夏の大会と冬の大会が２年ごとに交
こう

互
ご

に行われ
ています。オリンピックについて調べてみましょう。

　オリンピックを創始したのは，ピエール・ド・ク
ーベルタンです。古代ギリシャについて学んでいた
クーベルタンは，スポーツが青少年の教育に重要な
役割を果たしているこ
とを知り，スポーツに
よる青年たちの国際交
流が世界平和に貢

こう

献
けん

す
ると主張して，古代オ
リンピックを復興させ

　紀元前８世紀に，ある国の
王が神のお告げを受けて，争
っていた国との戦いをやめ，
オリンピアで競走を行ったこ
とが始まりといわれています。
その後は，レスリング，ボク
シング，やり投げ，円

えん

盤
ばん

投げ
などの競技も行われるように
なりました。

オリンピックは，誰
だれ

が始めたの？
古代オリンピックって，
どんな大会だったの？Q Q

1964
アジアで初のオリンピック。
それまでで最多の世界93の国と
地域から5,151人の競技者が参加。

東京大会

「東洋 魔
ま

女
じょ

」と呼ばれた女子バ ボ ル オリンピックは 開
かい

催
さい

都市や開
かい

催
さい

国に受け継
つ

がれるレガシー

● オリンピック・レガシー

日本とオリンピック（2）

▲ 開会式の様子

資料❹

●オリンピ
ックに関
する内容
の例

▼p.166 ▼p.176



２．対照表
図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当時数

保　

健　

編

１　心身の発達と心の健康

保
健
分
野　

２　
　

内
容
の
取
扱
い
⑴
〜
⑽

p.8 ～ 33 小計 10時間
　１　体の発育・発達 ⑴ア 　p.10 ～ 11 1
　２　呼吸器・循環器の発達 ⑴ア，内容の取扱い⑵ 　p.12 ～ 13 1
　３　生殖機能の成熟 ⑴イ，内容の取扱い⑶ 　p.14 ～ 17 2
　４　性とどう向き合うか ⑴イ，内容の取扱い⑶ 　p.18 ～ 19 1
　５　心の発達（1）知的機能と情意機能の発達 ⑴ウ 　p.20 ～ 21 1
　６　心の発達（2）社会性の発達 ⑴ウ 　p.22 ～ 23 1
　７　自己形成 ⑴ウ 　p.24 ～ 25 1
　８　欲求不満やストレスへの対処 ⑴エ，内容の取扱い⑷ 　p.26 ～ 29 2
２　健康と環境 p.34 ～ 55 小計 7時間
　１　環境の変化と適応能力 ⑵ア 　p.36 ～ 37 1
　２　活動に適した環境 ⑵ア 　p.38 ～ 39 1
　３　室内の空気の条件 ⑵イ 　p.40 ～ 41 1
　４　水の役割と飲料水の確保 ⑵イ 　p.42 ～ 43 1
　５　生活排水の処理 ⑵ウ 　p.44 ～ 45 1
　６　ごみの処理 ⑵ウ 　p.46 ～ 47 1
　７　環境の汚染と保全 ⑵ウ，内容の取扱い⑸ 　p.48 ～ 49 1
３　傷害の防止 p.56 ～ 83 小計９時間
　１　傷害の原因と防止 ⑶ア 　p.58 ～ 59 1
　２　交通事故の現状と原因 ⑶イ 　p.60 ～ 61 1
　３　交通事故の防止 ⑶イ 　p.62 ～ 63 1
　４　犯罪被害の防止 ⑶イ 　p.64 ～ 65 1
　５　自然災害に備えて ⑶ウ 　p.66 ～ 67 1
　６　応急手当の意義と基本 ⑶エ，内容の取扱い⑹ 　p.72 ～ 77 2
　７　きずの手当 ⑶エ，内容の取扱い⑹ 　p.78 ～ 79 2
４　健康な生活と病気の予防 p.84 ～ 129 小計 17時間
　１　健康の成り立ち ⑷ア 　p.86 ～ 87 1
　２　運動と健康 ⑷イ 　p.88 ～ 89 1
　３　食生活と健康 ⑷イ，内容の取扱い⑺ 　p.90 ～ 91 1
　４　休養・睡眠と健康 ⑷イ，内容の取扱い⑺ 　p.92 ～ 93 1
　５　生活習慣病とその予防 ⑷イ 　p.94 ～ 97 2
　６　喫煙と健康 ⑷ウ，内容の取扱い⑻ 　p.100 ～ 101 1
　７　飲酒と健康 ⑷ウ，内容の取扱い⑻ 　p.102 ～ 103 1
　８　薬物乱用と健康 ⑷ウ，内容の取扱い⑻ 　p.104 ～ 105 1
　９　喫煙・飲酒・薬物乱用のきっかけ ⑷ウ，内容の取扱い⑻ 　p.106 ～ 107 1
　10　感染症とその予防 ⑷エ 　p.110 ～ 113 2
　11　性感染症とその予防／エイズ ⑷エ，内容の取扱い⑼ 　p.114 ～ 117 2
　12　保健・医療機関の利用 ⑷オ 　p.118 ～ 119 1
　13　医薬品の有効利用 ⑷オ 　p.120 ～ 121 1
　14　共に健康に生きる社会 ⑷カ 　p.122 ～ 123 1 保健計 43時間＊

体　

育　

編

１　スポーツの多様性
体
育
分
野　
２

Ｈ　

内
容
の
取
扱
い
⑵

ク

第
１
学
年
及
び
第
２
学
年

p.132 ～ 145 小計 3時間
　１　スポーツの始まりと発展 ⑴ア 　p.134 ～ 135 1
　２　スポーツへの多様な関わり方 ⑴イ 　p.136 ～ 137 1
　３　スポーツの学び方 ⑴ウ 　p.138 ～ 141 1
２　スポーツの効果と安全 p.146 ～ 157 小計 3時間
　１　スポーツが体と心に及ぼす効果 ⑵ア 　p.148 ～ 149 1
　２　スポーツと社会性 ⑵イ 　p.150 ～ 151 1
　３　スポーツの安全な行い方 ⑵ウ 　p.152 ～ 153 1
３　文化としてのスポーツ

第
３
学
年　

p.158 ～ 169 小計 3時間
　１　スポーツの文化的意義 ⑴ア 　p.160 ～ 161 1
　２　国際的なスポーツ大会とその役割 ⑴イ 　p.162 ～ 163 1
　３　人々を結び付けるスポーツ ⑴ウ 　p.164 ～ 165 1 体育計９時間

＊この他に，課題学習等を 5時間程度想定している。



編　修　趣　意　書
（発展的な学習内容の記述）

※受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年
26 - 67 中学校 保健体育科 保健体育 第１学年～第３学年
※発行者の
番号・略称

※教科書の
記号・番号

※　教　科　書　名

224 学研 保体 728 新・中学保健体育

ページ 記述 類型 関連する学習指導要領の内容や内容の取扱いに示す事項

37
脚注
放射線と健康について，
調べてみましょう。

2

保健分野
（2）健康と環境について理解できるようにする。
ア　身体には，環境に対してある程度まで適応能力があること。身体の適応能力
を超えた環境は，健康に影響を及ぼすことがあること。また，快適で能率のよ
い生活を送るための温度，湿度や明るさには一定の範囲があること。

49
コラム内
放射線と健康について
調べてみましょう。

2

保健分野
（2）健康と環境について理解できるようにする。
ア　身体には，環境に対してある程度まで適応能力があること。身体の適応能力
を超えた環境は，健康に影響を及ぼすことがあること。また，快適で能率のよ
い生活を送るための温度，湿度や明るさには一定の範囲があること。

50～51
人類と地球の未来のた
めに

1

保健分野
（2）健康と環境について理解できるようにする。
ウ　人間の生活によって生じた廃棄物は，環境の保全に十分配慮し，環境を汚染
しないように衛生的に処理する必要があること。

53 放射線と健康 2

保健分野
（2）健康と環境について理解できるようにする。
ア　身体には，環境に対してある程度まで適応能力があること。身体の適応能力
を超えた環境は，健康に影響を及ぼすことがあること。また，快適で能率のよ
い生活を送るための温度，湿度や明るさには一定の範囲があること。

61
脚注
自転車事故と損害賠償

1

保健分野
（3）傷害の防止について理解を深めることができるようにする。
イ　交通事故などによる傷害の多くは，安全な行動，環境の改善によって防止で
きること。

75 AEDを用いた手当 1

保健分野
（3）傷害の防止について理解を深めることができるようにする。
エ　応急手当を適切に行うことによって，傷害の悪化を防止することができるこ
と。また，応急手当には，心肺蘇生等があること。

77
脚注
熱中症の手当について
調べてみましょう。

1

保健分野
（3）傷害の防止について理解を深めることができるようにする。
エ　応急手当を適切に行うことによって，傷害の悪化を防止することができるこ
と。また，応急手当には，心肺蘇生等があること。

80 離岸流 2

保健分野
（3）傷害の防止について理解を深めることができるようにする。
ア　交通事故や自然災害などによる傷害は，人的要因や環境要因などがかかわっ
て発生すること。

体育分野　第 1学年及び第２学年　Ｈ体育理論
（2）運動やスポーツの意義や効果などについて理解できるようにする。
ウ　運動やスポーツを行う際は， その特性や目的， 発達の段階や体調などを踏ま
えて運動を選ぶなど，健康・安全に留意する必要があること。



ページ 記述 類型 関連する学習指導要領の内容や内容の取扱いに示す事項

80
自転車事故と運転者の
責任

1

保健分野
（3）傷害の防止について理解を深めることができるようにする。
イ　交通事故などによる傷害の多くは，安全な行動，環境の改善によって防止で
きること。

81 熱中症の手当 1

保健分野
（3）傷害の防止について理解を深めることができるようにする。
エ　応急手当を適切に行うことによって，傷害の悪化を防止することができるこ
と。また，応急手当には，心肺蘇生等があること。

86

脚注
医学の進歩は，心臓や
肝臓などの臓器の移植
も可能にしました。自
分が脳死になったとき，
臓器を提供するかしな
いかについて，考えを
出し合ってみましょう。

１

保健分野
（4）健康な生活と疾病の予防について理解を深めることができるようにする。
ア　健康は，主体と環境の相互作用の下に成り立っていること。また，疾病は，
主体の要因と環境の要因がかかわり合って発生すること。

98 がん 1

保健分野
（4）健康な生活と疾病の予防について理解を深めることができるようにする。
イ　健康の保持増進には，年齢，生活環境等に応じた食事，運動，休養及び睡眠
の調和のとれた生活を続ける必要があること。また，食事の量や質の偏り，運
動不足，休養や睡眠の不足などの生活習慣の乱れは，生活習慣病などの要因と
なること。

99 アレルギー 2

保健分野
（4）健康な生活と疾病の予防について理解を深めることができるようにする。
ア　健康は，主体と環境の相互作用の下に成り立っていること。また，疾病は，
主体の要因と環境の要因がかかわり合って発生すること。

124 脳死と臓器移植 1

保健分野
（4）健康な生活と疾病の予防について理解を深めることができるようにする。
ア　健康は，主体と環境の相互作用の下に成り立っていること。また，疾病は，
主体の要因と環境の要因がかかわり合って発生すること。

125 インターネットと健康 1

保健分野
（4）健康な生活と疾病の予防について理解を深めることができるようにする。
イ　健康の保持増進には，年齢，生活環境等に応じた食事，運動，休養及び睡眠
の調和のとれた生活を続ける必要があること。また，食事の量や質の偏り，運
動不足，休養や睡眠の不足などの生活習慣の乱れは，生活習慣病などの要因と
なること。

168 スポーツと環境 1

体育分野　第３学年　Ｈ体育理論
（1）文化としてのスポーツの意義について理解できるようにする。
ア　スポーツは文化的な生活を営み，よりよく生きていくために重要であること。
イ　オリンピックや国際的なスポーツ大会などは，国際親善や世界平和に大きな
役割を果たしていること。

（発展的な学習内容の記述に係る総ページ数　　16　　）

（「類型」の分類について）
１…学習指導要領上，隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても，当該学年等の学習内容と直接
的な系統性があるものを含む）とされている内容

２…学習指導要領上，どの学年等でも扱うこととされていない内容
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